
１、 「届出（通知）済シール」の配布目的
① 第三者に対しても届出済み工事であることを明確にし、建設リサイクル法及び事前

届出（通知）の制度の一層の周知が図れます。
② 建設リサイクル法の対象工事であることを、施工者の方に意識していただき、より適

正な施工が促進されます。
③ 標識の掲示をより確実なものとします。

２、 「届出（通知）済シール」位置付け
　　「届出（通知）済シール」の貼付は、法に基づく義務ではなく、あくまでも行政指導
の範疇として、発注者又は自主施工者に協力を依頼するものです。

３、 実施日と実施機関
　 平成１７年４月１日から、県内の受理機関である各地域振興局建設部及び特定行
政庁（※）印で実施します。

　　　※特定行政庁とは？
建築基準法で規定している建築主事を置く市町村。
秋田県内では秋田市、横手市、大館市及び大仙市（限定特定行政庁）がこれにあたります。
建設リサイクル法の届出は県知事あてに行いますが、特定行政庁の区域内で行われる
対象建設工事については、その首長あてに行うこととなっています。
ただし、大館市と大仙市は限定特定行政庁で、建築基準法第６条第１項第４号に掲げる
建築物に限ります。

４、 「届出（通知）済シール」の配布対象工事
　建設リサイクル法第１０条第１項、第１１条に基づく届出及び通知された対象工事です。

５、 「届出（通知）済シール」の配布方法
　届出対象建設工事について、届出（通知）書の受付時に受付日、受付番号、受付
機関名が記載された「届出（通知）済シール」を各窓口で配布します。
※電子メールにより提出された場合は、受付した後「届出（通知）済シール」を送信します。

６、 「届出（通知）済シール」の貼付方法
　「届出（通知）済シール」は、受注業者が工事現場に掲示することが義務付けられ
ている建設業許可又は解体工事業登録の標識の余白又は文字を隠さない場所に
貼付して下さい。
※電子メールにより提出された場合は、受付した後「届出（通知）済シール」を印刷のうえ、
　貼付して下さい。
（届出書を受付してから７日以内は変更命令を行う場合がありますので、届出日か
ら７日以降の着手日に貼付して下さい）
　また、自主施工者は、門・塀等の目立つ場所に貼付して下さい。
　なお、工事終了後は速やかに「届出（通知）済シール」を標識から剥がして下さい。

届出（通知）済シールの取扱い




